










目的 

乳児期から幼児期に発症する年齢依存性てんかんは、臨床的な面からは睡眠・覚醒レベル

と痙攣発作の関係が注目されているが、睡眠機構の検討は不十分である。 

年齢依存性てんかん(本症)の睡眠機構の異常についての検討は、その病態解明に有用であ

ると同時に、中枢神経系の発達異常に関する種々の情報を提供する点でも重要である。今

回は種々の治療が本症の睡眠に与える影響について終夜睡眠ポリグラフを用いて検討した

。 


